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2 .  調査の方法


































表 1 �����の�性 1 
  A 施設(n=93) B 施設(n=102) 
続柄 
本人     4 ( 4.3) 1 ( 1.0)
家族 73 (78.5) 84 (82.4)
その他 4 ( 4.3) 3 ( 2.9)
不明（NA） 12 (12.9) 14 (13.7)
性別 
男性 37 (39.8) 24 (23.5)
女性 51 (54.8) 75 (73.5)
不明（NA） 5 ( 5.4) 3 ( 2.9)
平均年齢±SD     65.2±9.8   60.6±9.1 
注 1）単位は平均年齢±SD が「歳」であり，それ以外はすべて「人」である．
括弧内の数字は%である. 






















































2 . 5   独立変数・従属変数の詳細及び変数の加工








































3 .  結果
3 . 1   基礎集計結果






表 2 ��回答者の�性 2 
  A 施設 B 施設 
性別 1) 男性 28 (37.8) 20 (23.3) 
女性 46 (62.2) 66 (76.7) 
平均年齢±SD 2) 83.6±9.3 85.8±8.3 
現在の要介護度 3) 
自立 0 (  .0) 0 (  .0)
要支援 1 2 ( 2.7) 0 (  .0)
要支援 2 2 ( 2.7) 14 (16.1)
要介護 1 8 (10.8) 11 (12.6)
要介護 2 14 (18.9) 29 (33.3)
要介護 3 18 (24.3) 21 (24.1)
要介護 4 14 (18.9) 12 (13.8)
要介護 5 16 (21.6) 0 (  .0)
申込時の要介護度 4) 
自立 2 ( 2.7) 0 (  .0)
要支援 1 2 ( 2.7) 0 (  .0)
要支援 2 2 ( 2.7) 3 ( 3.7)
要介護 1 11 (14.9) 20 (24.4)
要介護 2 10 (13.5) 20 (24.4)
要介護 3 22 (29.7) 20 (24.4)
要介護 4 15 (20.3) 11 (13.4)
要介護 5 10 (13.5) 8 ( 9.8)
要介護度の変化 5) 
3 段階以上低下 1 ( 1.4) 0 (  .0)
2 段階低下 3 ( 4.1) 4 ( 4.8)
1 段階低下 12 (16.4) 6 ( 7.1)
変化無し 38 (52.1) 42 (50.0)
1 段階向上 8 (11.0) 11 (13.1)
2 段階向上 6 ( 8.2) 17 (20.2)
3 段階向上 3 ( 4.1) 2 ( 2.4)
4 段階以上向上 2 ( 2.7) 2 ( 2.4)
平均 ADL±SD 6) 
現在 5.4±4.7 4.7±4.0 
申込時 6.9±4.7 6.5±4.2 
*各項目 4 段階で計 20 点満点   
現在の状況 4) 
独居 5 ( 6.8) 3 ( 3.7)
夫もしくは妻と２人暮らし 8 (10.8) 8 ( 9.8)
夫もしくは妻を含めた家族と同居 13 (17.6) 28 (34.1)
老人保健施設に入所中 13 (17.6) 9 (11.0)
 (他の）特別養護老人ホ－ムに入所中 6 ( 8.1) 1 ( 1.2)
グル－プホ－ムに入居 11 (14.9) 12 (14.6)
ケアハウスに入居 0 (  .0) 1 ( 1.2)
有料老人ホ－ムに入居 8 (10.8) 8 ( 9.8)
高齢者専用賃貸住宅に入居 2 ( 2.7) 1 ( 1.2)
他の社会福祉施設に入居 1 ( 1.4) 0 (  .0)
一般病院に入院中 4 ( 5.4) 5 ( 6.1)
一般病院以外の病院に入院中 3 ( 4.1) 6 ( 7.3)
待機年数 7) 
1 年以下 24 (35.8) 38 (59.4)
2 年以下 22 (32.8) 15 (23.4)
3 年以下 9 (13.4) 5 ( 7.8)
それ以上 12 (17.9) 6 ( 9.4)
注 1）単位は平均年齢±SD が「歳」であり，平均 ADL±SD が「点」，それ以外はすべて「人」である．括弧内の数字は%である． 
注 2）全回収票を有効回答票としているため変数によっては欠損値 (NA，DK）が存在する．そのため各項目の合計はそれぞれ
異なる．   
1) A 施設：n=74, B 施設：n=86   2) A 施設：n=77, B 施設：n=87  3) A 施設：n=74, B 施設：n=87 
4) A 施設：n=74, B 施設：n=82  5) A 施設：n=73, B 施設：n=84  6) A 施設：n=65, B 施設：n=82  
7) A 施設：n=67, B 施設：n=64  
注 3）四捨五入により,%は 100.0%にならない場合がある． 
  
2　調査 属 2













































































  そう思う そう思わない 合計 
去年と同じように元気だと思いますか． 26 (18.7) 113 (81.3) 139 (100.0)
全体として，今の生活に，不幸せなことがあると感じている． 43 (39.4) 66 (60.6) 109 (100.0)
必要があれば友人や家族など身近な人に相談できる状況にしている．[社会性] 61 (50.4) 60 (49.6) 121 (100.0)
自分から必要な情報を積極的に収集しようとしている． (介護保険，入浴サ－ビス等）
[社会性] 
21 (19.1) 89 (80.9) 110 (100.0)
人の手を借りなくても無理をせず自分でできるように工夫している． 28 (23.5) 91 (76.5) 119 (100.0)
つらい状況にあっても物事の明るい面をみようとしている． 34 (34.3) 65 (65.7) 99 (100.0)
周囲の人の自分に対する手助けの気持ちを受け入れようとしている．[社会性] 70 (65.4) 37 (34.6) 107 (100.0)
大切な友人とのつきあいや，趣味などの楽しみは続けられるようにしている．[社会性] 24 (21.6) 87 (78.4) 111 (100.0)
必要に応じて，医療機関や公的機関あるいは専門機関を利用しようとしている． (病
院，市役所，ヘルパ－等）[社会性] 
61 (56.0) 48 (44.0) 109 (100.0)
年をとった自分を受け入れようとしている． 52 (51.5) 49 (48.5) 101 (100.0)
今より体の機能や気力が低下したときの対策を考えている． 29 (30.2) 67 (69.8) 96 (100.0)










 合 計 
待機者としてこのまま何ヶ月 (何年）も
つづくと考えると非常につらい 
62 (46.6) 24 (18.0) 21 (15.8) 13 ( 9.8) 13 ( 9.8) 133 (100.0)
もう少し，施設からのサポ－トがほしい 22 (19.5) 22 (19.5) 35 (31.0) 12 (10.6) 22 (19.5) 113 (100.0)
現状に満足しており，とくに不満はない 13 (11.1) 22 (18.8) 36 (30.8) 12 (10.3) 34 (29.1) 117 (100.0)
注 1）単位はすべて「人」である．括内の数字は%である． 
注 2）全回収票を有効回答票としているため変数によっては欠損値 (NA，DK）が存在する．そのため各項目の合計はそれぞ


































































表 5 �������と現状�の不満との順位相関係数 
 年齢 現在の ADL ADL 変化 現在の要介護度 要介護度の変化 待機年数 
年齢   .104   .017   －.101   .108   .105
   (147)  (145) (161)  (157)  (131)
現在の ADL       －.335 ** －.680 ** －.178 *  .037  
    (145) (145)  (141)  (118)
ADL 変化           －.173 *  .290 ** .190 * 
    (143)  (139)  (116)
現在の要介護度               .320 ** －.002  
       (156) 
 (130)
介護度の変化                   .058  




－.043 .190 * .083   －.215 * －.119   .007  
 (133)  (125) (123) (130)  (96) (93)
もう少し，施設からのサポ－
トがほしい 
.008 .241 ** －.004  －.139 －.180  －.086  
 (113) 112) (111) (111)  (82) (79)
現状に満足しており，とくに不
満はない 
－.120 .030  －.193 * .056 .013  －.123  
 (117)  (115) (114) (114)  (85) (86)
注 1）括内の数字は分析対象のｎである. ペアワイズによる欠損値の除去を行った． 

























表 6 ��と現状�の不満との�� 
                                                    
 
注 1）χ2 値をのぞき，数字は平均ランクであり，括内の数字は分析対象のｎである．n の単位は「人」である. ペアワイズによ
る欠損値の除去を行った． 
注 2）*;p<.05 (Kruskal Wallis の検定） 
注 3）†;p<.017 (Bonferroni の修正による Mann－Whitney の検定) 












81 歳以下  68.7  (46)   53.6  (39)    62.0  (41)   
82～ 89 歳 67.4  (43)   63.8  (35)   63.2  (34)   
90 歳以上 64.9  (44)   54.3  (39)   52.7  (42)   
 (合計)  (133)   (113)   (117)  
χ2 値 .26   2.32   2.44   
現在の ADL 
低い (2 点以下) 58.3  (51) 49.9  (42)  57.3  (46) 
やや低い (3～7点)  57.3  (38)   52.2  (36)  †   57.0  (35) 
高い (8 点以上) 75.7  (36) 69.2  (34)  59.9  (34) 
 (合計)  (125)  (112)   (115)
χ2 値 6.97 * 7.95 * .17   
ADL 変化   
維持又は改善 64.2  (63)   55.7  (57)   62.0  (57) 
やや悪化 62.4  (32)    58.2  (32)   60.8  (30) 
悪化 56.6  (28)   53.8  (22)   44.4  (27)   
 (合計)  (123)   (111)   (114)  
χ2 値 1.00   .27   5.96   
現在の要介護度 
要介護 2 以下 76.8  (41)   65.3  (35)   56.8  (35)   
要介護 3 63.3  (36)  † 48.6  (31)   54.1  (34)   
要介護 4 以上 58.3  (53)   53.8  (45)   60.6  (45)   
 (合計)  (130)   (111)   (114)  
χ2 値 6.48 * 5.06  .83   
要介護度の変化 
改善 50.8  (20)   47.1  (14)   40.0  (17)   
維持 49.5  (62)   42.8  (54)   45.7  (54)   
悪化 40.5  (14)   30.7  (14)   36.4  (14)   
 (合計)  (96)   (82)   (85)  
χ2 値 1.55   4.02   2.01   
待機年数   
1 年以下 46.3  (52)   40.7  (43)  47.1  (47)   
2 年以下 40.6  (25)   36.8  (22)  45.2  (23)   
3 年以下 56.6  (13)   43.7  (10)  34.4  (12)   
それ以上         71.3  ( 3)       40.8  (4)      18.5  (4)  
 (合計)  (93)   (79)   (86)  
χ2 値 6.05   .80   7.17  
表6　属性と現状への不満との関係
 
表 7 入所希望�� 





































3 . 6    希望する医療・福祉サービス
　希望する医療・福祉サービスについて，χ2検定
を行った結果，医療サービス，福祉サービスを問わ
表 8 自身の状況の���社会性と現状�の不満との関� 
 
   注 1）数字は平均ランクであり，括内の数字は分析対象の n ある．n の単位は「人」である.ペアワイズによる欠損値の除去を行った． 











去年と同じように元気だと思いますか．    
そう思う 12.8 ( 9) 
  10.1 ( 5)   12.5 ( 6)  
そう思わない 14.6 (18) 14.6 (18) 12.5 (18) 
 (合計) (27)  (23)  (24)  
全体として，今の生活に，不幸せなことが
あると感じている． 
そう思う 11.4 (12) 
  8.9 (13) ** 14.1 (13)  
そう思わない 15.3 (14) 16.0 (10) 9.3 (10) 
 (合計) (26)  (23)  (23)  
必要があれば友人や家族など身近な人に
相談できる状況にしている．[社会性] 
そう思う 18.5 (21) ** 14.9 (17)  12.6 (17)  
そう思わない 10.7 (10) 10.9 ( 9) 15.2 ( 9) 




そう思う 12.0 ( 4)   10.5 ( 4)   11.3 ( 4)   
そう思わない 12.0 (19) 9.9 (15) 10.3 (16) 
 (合計) (23)  (19)  (20)  
人の手を借りなくても無理をせず自分でで
きるように工夫している． 
そう思う 16.0 (12)   14.8 (11)   12.2 (11)   
そう思わない 14.3 (17) 10.6 (13) 13.6 (14) 
 (合計) (29)  (24)  (25)  
つらい状況にあっても物事の明るい面をみ
ようとしている． 
そう思う 13.8 (10)   13.7 ( 9)   11.7 ( 9)   
そう思わない 10.7 (13) 9.0 (12) 10.5 (12) 
 (合計) (23)  (21)  (21)  
周囲の人の自分に対する手助けの気持ち
を受け入れようとしている．[社会性] 
そう思う 17.3 (24)  15.4 (21)   14.4 (22)   
そう思わない 11.6 ( 7) 9.3 ( 6) 14.9 ( 6) 
 (合計) (31)  (27)  (28)  
大切な友人とのつきあいや，趣味などの楽
しみは続けられるようにしている．[社会性] 
そう思う 16.7 ( 9)   17.4 ( 9) ** 13.7 ( 9)   
そう思わない 14.2 (20) 10.5 (16) 13.4 (17) 




そう思う 17.9 (23)  ** 15.1 (29)  12.7 (19)   
そう思わない 10.7 ( 8) 11.5 ( 8) 17.1 ( 8) 
 (合計) (31)  (37)  (27)  
年をとった自分を受け入れようとしている． 
そう思う 15.7 (21) ** 13.3 (18)  11.7 (18)   
そう思わない 7.8 ( 6) 7.8 ( 5) 14.8 ( 6) 
 (合計) (27)  (23)  (24)  
今より体の機能や気力が低下したときの
対策を考えている． 
そう思う 12.1 ( 6) 
  12.8 ( 6)   9.2 ( 6)   
そう思わない 13.3 (19) 11.0 (16) 13.0 (17) 
 (合計) (25)   (22)  (23)  
表8　自身の状況の把握・社会性と現状への不満感との関係










4 .  考察








































































 分  類 項  目  必要である 必要でない χ2 値  
医療・福祉的サービス系 夜間、自宅でのホームヘルプや看護 11( 6.7) 153(93.3) 122.95 ** 
医療サービス系 
痰等の吸引 8( 4.9) 156(95.1) 133.56 ** 
誤嚥（ごえん）への対応 16( 9.8) 148(90.2) 106.24 ** 
医師による訪問診療 29(17.7) 135(82.3) 68.51 ** 
夜間診療 11( 6.7) 153(93.3) 122.95 ** 
福祉サービス系 
冠婚葬祭等、緊急時の一時入所 28(17.1) 136(82.9) 71.12 ** 
配食サービス 15( 9.1) 149(90.9) 109.49 ** 
入浴のみの利用 11( 6.7) 153(93.3) 122.95 ** 
リハビリのみの利用  10( 6.1) 154(93.9) 126.44 ** 
外出支援のサービス 11( 6.7) 153(93.3) 122.95 ** 
洗濯 14( 8.5) 150(91.5) 112.78 ** 
住宅改修 5( 3.0) 159(97.0) 144.61 ** 
福祉用具・機器の貸与・購入 13( 7.9) 151(92.1) 116.12 ** 
月 1回以上の電話連絡 3( 1.8) 161(98.2) 152.22 ** 
月 1回以上の訪問 7( 4.3) 157(95.7) 137.2 ** 
  
  
その他〔具体的に 〕  5( 3.0) 159(97.0) 144.61 ** 
 (そう思う) （そう思わない）  









































































































































































































































































  The purpose of this paper is to reconsider people waiting for admission to special nursing homes from the aspect of 
outreach, not from the ideal and the standard of priority entrance.
  In March through June, 2009, a postal survey was conducted using an anonymous questionnaire for families who 
were waiting for admission to 2 special nursing homes. There were 195 effective responses. In the analysis, 164 
respondents were used. Data analysis included Chi-square tests, independent t test, Kruskal Wallis test, Mann-
Whitney test and nonparametric correlation analysis (Spearman).
  In conclusion, 3 research findings were suggested. First, years of waiting were not significantly associated with 
the care givers‘ dissatisfaction or support needs from the special nursing home. Second, changes in the ADL of 
people waiting were significantly associated with care givers‘ dissatisfaction and support needs. Third, care givers, 
who cared for people without motivation to have relationships with other people, had dissatisfaction for the special 
nursing home.
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